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　滋賀県議会は、平成26年４月25日に４月招集会議を開きました。滋賀
県議会は本年４月から通年議会を導入しており、平成26年度定例会の会期
は、平成27年３月16日までと決定されました。招集会議では、第94代議
長に赤堀義次議員を選出したほか、各委員会の正副委員長と委員、議会選
出監査委員、関西広域連合議会議員を選出し、県議会の新体制を決定しま
した。山田和廣副議長は、留任しました。
　また、招集会議では、知事提出議案３件が上程され、審議し
た結果、いずれも原案のとおり可決、承認または同意しました。

副議長　　
山田和廣

　この度、歴史と伝統に培われた滋賀県議会の第94代県議会
議長の重責を担わせていただくことになりました。議長を務め
させていただくのは２度目となりますが、改めてその使命と職
責の重大さを痛感し、身の引き締まる思いです。
　さて、本県の課題として、学力向上対策やいじめ防止などの
教育問題、防災対策、中小企業の活性化、２巡目の国体開催や
「滋賀県流域治水の推進に関する条例」に基づく河川整備の課題などがあり、
これら県民の生活に直結する課題を解決していく必要があります。
　このような課題を早期に解決するため、また、地方分権の進展により増大す
る地方自治体の責任を果たすためにも、県議会として県民の皆様の声を真摯
に受け止め、政策的な議論を活発に行っていく必要があると考えております。
　今年度から、議会事務局議事調査課にありました政務調査室を政策調査課
とし、政策立案に向けた支援体制の強化が図られたところですが、二元代表制
の一翼を担う議会としましては、知事を始めとする執行機関に対する監視機能
はもとより、これまで以上に政策立案機能を強化していきたいと考えております。
　その上で、県民の皆様の安全・安心な暮らしを実現し、また皆様に開かれ
た身近な議会にするため誠心誠意努力してまいる所存であります。
　今後とも皆様の格別なる御支援と御協力をお願い申し上げ、就任の御挨拶
とさせていただきます。

議案番号 件　　　　　名 結 果

（知事提出）

議第106号 平成26年度滋賀県流域下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議第107号
専決処分につき承認を求めることについて（滋賀県税条例の一
部を改正する条例）

承認

議第108号 滋賀県監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意

4月招集会議の概要

４月招集会議で審議した議案

常任委員会の構成（平成26年5月7日現在）
総務・企業常任委員会

（委員数９名）
委員長 副委員長 委　　　　　　　　　　員

川
かわ

島
しま

　隆
りゅう

二
じ

自由民主党滋賀県議会議員団
長浜市　②

吉
よし

田
だ

　清
せい

一
いち

自由民主党滋賀県議会議員団
野洲市　⑤

大
おお

野
の

和
わ

三
さぶ

郎
ろう

自由民主党滋賀県議会議員団
犬上郡　①

目
め

片
かた

　信
しん

悟
ご

自民党　颯新の会
大津市　①

山
やま

本
もと

　　正
ただし

民主党・県民ネットワーク
草津市　①

西
にし

村
むら

　久
ひさ

子
こ

自由民主党滋賀県議会議員団
彦根市　②

大
おお

井
い

　　豊
ゆたか

民主党・県民ネットワーク
守山市　③

中
なか

沢
ざわ

　啓
けい

子
こ

民主党・県民ネットワーク
彦根市　④

沢
さわ

田
だ

　享
たか

子
こ

対話の会・しがねっと
大津市　⑥

政策・土木交通常任委員会
（委員数９名）

委員長 副委員長 委　　　　　　　　　　員

野
の

田
だ

　藤
ふじ

雄
お

自由民主党滋賀県議会議員団
長浜市　②

青
あお

木
き

　甚
やす

浩
ひろ

自民党　颯新の会
長浜市　①

山
やま

本
もと

　進
しん

一
いち

自由民主党滋賀県議会議員団
大津市　①

清
し

水
みず

　鉄
てつ

次
じ

対話の会・しがねっと
高島市　②

成
なり

田
た

　政
せい

隆
りゅう

民主党・県民ネットワーク
大津市　②

今
いま

江
え

　政
まさ

彦
ひこ

民主党・県民ネットワーク
近江八幡市　②

髙
たか

木
ぎ

　健
けん

三
ぞう

自由民主党滋賀県議会議員団
近江八幡市　①

辻
つじ

村
むら

　　克
まさる

自由民主党滋賀県議会議員団
米原市　⑤

蔦
つた

田
だ

　恵
けい

子
こ

みんなの党滋賀
大津市　③

環境・農水常任委員会
（委員数９名）

委員長 副委員長 委　　　　　　　　　　員

山
やま

田
だ

　　実
みのる

民主党・県民ネットワーク
東近江市　③

大
おお

橋
はし

　通
みち

伸
のぶ

民主党・県民ネットワーク
長浜市　①

岩
いわ

佐
さ

　弘
ひろ

明
あき

自由民主党滋賀県議会議員団
守山市　①

富
とみ

田
だ

　博
ひろ

明
あき

自由民主党滋賀県議会議員団
甲賀市　①

駒
こま

井
い

　千
ち

代
よ

対話の会・しがねっと
草津市　①

木
もく

沢
ざわ

　成
まさ

人
と

無所属
東近江市　②

粉
こ

川
かわ

　清
きよ

美
み

公明党
大津市　②

宇
う

賀
が

　　武
たけし

自由民主党滋賀県議会議員団
東近江市　③

家
や

森
もり

　茂
しげ

樹
き

自由民主党滋賀県議会議員団
甲賀市　⑤

厚生・産業常任委員会
（委員数９名）

委員長 副委員長 委　　　　　　　　　　員

江
え

畑
ばた

弥
や

八
はち

郎
ろう

民主党・県民ネットワーク
彦根市　②

梅
うめ

村
むら

　　正
ただし

公明党
大津市　⑥

冨
と

波
ば

　義
よし

明
あき

対話の会・しがねっと
野洲市　①

う

野
の

太
た

佳
か

司
し

自由民主党滋賀県議会議員団
愛知郡　①

細
ほそ

江
え

　正
まさ

人
と

自由民主党滋賀県議会議員団
彦根市　①

小
こ

寺
てら

　裕
ひろ

雄
お

自由民主党滋賀県議会議員団
東近江市　②

佐
さ

野
の

　高
たか

典
のり

自由民主党滋賀県議会議員団
大津市　④

西
にし

川
かわ

　勝
かつ

彦
ひこ

民主党・県民ネットワーク
甲賀市　③

谷
たに

　　康
やす

彦
ひこ

民主党・県民ネットワーク
湖南市　③

文教・警察常任委員会
（委員数９名）

委員長 副委員長 委　　　　　　　　　　員

石
いし

田
だ

　祐
ゆう

介
すけ

自民党　颯新の会
高島市　③

柴
しば

田
た

智
ち

恵
え

美
み

民主党・県民ネットワーク
大津市　②

佐
さ

藤
とう

　健
けん

司
じ

自由民主党滋賀県議会議員団
大津市　①

有
あり

村
むら

　國
くに

俊
とし

自由民主党滋賀県議会議員団
近江八幡市　①

井
い

阪
さか

　尚
なお

司
し

対話の会・しがねっと
蒲生郡　①

九
くの

里
り

　　学
まなぶ

民主党・県民ネットワーク
栗東市　②

奥
おく

村
むら

　芳
よし

正
まさ

自由民主党滋賀県議会議員団
草津市　②

赤
あか

堀
ほり

　義
よし

次
つぐ

自民党　颯新の会
米原市　④

山
やま

田
だ

　和
かず

廣
ひろ

自民党　颯新の会
草津市　③

氏
ふ り が な

名
所属会派

選挙区　当選回数

議 長
赤堀 義次

議長就任の御挨拶
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滋賀県議会だより

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Eメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

この広報紙は502,500部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は1部当たり6円です。

第 72 号 平成26年（2014年）5月25日（日） ⑵

⎦―――――――――――――――――――⎬―――――――――――――――――――⎤
平成26年度定例会

自
由
民
主
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団

代
表吉

田
　
清
一

　

自
由
民
主
党
滋
賀
県
議
会
議
員

団
の
今
年
の
重
点
項
目
は
、
ま
ず

は
、
７
月
の
知
事
選
で
す
。
我
々
、

一
丸
と
な
っ
て
、
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

　

琵
琶
湖
に
つ
い
て
は
、
国
会
に

お
い
て
琵
琶
湖
再
生
法
と
い
う
法

律
を
制
定
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
の
水
質
や

生
態
系
の
課
題
を
根
本
的
に
改
善

す
る
た
め
に
は
、
滋
賀
県
の
力
だ

け
で
は
少
し
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
国
の
法
的
な
支

援
も
受
け
て
、
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、

今
年
４
月
、
消
費
税
が
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
来
年
、
10
％
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
増
税
分
を
最
初
の
約
束
ど

お
り
、
社
会
保
障
、
特
に
医
療
、

福
祉
に
、
き
っ
ち
り
と
使
わ
れ
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
う
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
よ
う
な
経
済
成
長
ま
で
は
望

み
ま
せ
ん
が
、
安
定
的
な
経
済
成

長
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
教
育
に
つ
い
て
は
、

滋
賀
県
は
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
お
け
る
小
学
生
の
正
答
率

が
ワ
ー
ス
ト
2
で
し
た
の
で
、
こ

れ
を
な
ん
と
か
あ
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
大
津

で
起
き
た
い
じ
め
事
件
を
教
訓

に
、
滋
賀
県
全
体
の
教
育
に
つ
い

て
も
、
目
配
り
、
気
配
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表大井

　
　
豊

　

民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
12
名
の
会
派
で
す
。

　

私
ど
も
は
、
こ
の
滋
賀
県
を
、

子
育
て
環
境
の
整
っ
た
県
に
し
た

い
と
い
う
思
い
で
、
今
日
ま
で
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
や
す
い
環
境
を
ど
う
作
っ
て

い
く
の
か
、
今
の
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
社
会
を
ど
う
乗
り
切
っ

て
い
く
の
か
、
そ
う
い
う
思
い
で

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
国
の
動
き
も
あ
り
、

高
校
授
業
料
無
償
化
等
、
子
ど
も

を
育
て
る
分
野
に
お
い
て
、
大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
あ
と
１
年
間
の
任
期

の
中
で
、
皆
さ
ん
に
公
約
し
た
こ

と
を
し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
で
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
知
事
選
挙
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
に

向
け
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
は
何
が
正
し
い
の
か
と
い
う
判

断
を
元
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
、

来
年
に
は
、
我
々
の
会
派
の
構
成

員
が
１
人
で
も
増
え
る
よ
う
、
こ

の
１
年
間
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

対
話
の
会
・
し
が
ね
っ
と

代
表清水

　
鉄
次

　

対
話
の
会
・
し
が
ね
っ
と
の
重
点

課
題
は
、
ま
ず
は
、
超
高
齢
化
社

会
への
対
応
で
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
や
介

護
な
ど
の
提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
に
、
原
発
に
頼
ら
な
い

安
全
・
安
心
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

を
構
築
す
る
こ
と
は
滋
賀
県
民
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
に
、
地
域
の
経
済
や
雇

用
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
存
在

で
あ
る
中
小
企
業
対
策
に
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
点
目
に
、
女
性
が
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
や

す
い
環
境
整
備
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
は
地
域
政
党

と
し
て
、
地
方
か
ら
国
に
対
し
て

声
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
央

集
権
か
ら
地
方
主
権
が
進
む
よ
う

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
民
党
　
颯
新
の
会

代
表目片

　
信
悟

　

自
民
党　

颯
新
の
会
は
、
颯
爽

と
新
し
い
も
の
を
巻
き
起
こ
す
と

い
う
思
い
で
、
命
名
し
ま
し
た
。

こ
の
滋
賀
県
の
様
々
な
課
題
に
、

新
し
い
感
覚
で
取
り
組
む
と
い
う

決
意
の
も
と
、
１
年
間
、
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
行
財
政
の
改
革
、
大
津

で
起
こ
っ
た
い
じ
め
事
件
を
踏
ま

え
た
教
育
に
対
す
る
取
組
、
そ
し

て
、
昨
年
の
台
風
18
号
に
お
け
る

災
害
等
の
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、

社
会
的
弱
者
と
言
わ
れ
る
方
々

に
、
行
政
の
支
援
を
届
け
、
県
民

の
皆
さ
ん
が
幸
福
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
滋
賀
県
を
目
指
し
た
取
組

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
颯
新
の
会
は
、
常
に
県

民
目
線
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
沿
う
、
そ
う
い
っ
た
活
動
を

こ
の
１
年
間
、
一
生
懸
命
し
て
い

き
ま
す
。

公
明
党代

表梅
村
　
　
正

　

今
年
度
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
県
政
を
目
指

し
、
現
場
を
回
り
、
皆
さ
ん
の
声
を

聴
き
、
県
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
中

小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
の
活
性

化
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
社

の
強
み
を
活
か
し
、
そ
こ
に
行
政

と
し
て
効
果
的
な
支
援
を
進
め
、

雇
用
や
家
計
の
面
へ
の
循
環
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の

現
場
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
在
り
方

を
、
県
政
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
琵
琶
湖
の
課
題
解
決

に
向
け
、
琵
琶
湖
環
境
研
究
推
進

機
構
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
一
歩
と
な
る
取
組
を
、
現

場
の
目
線
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
の
党
滋
賀

代
表蔦

田
　
恵
子

　

み
ん
な
の
党
は
、
結
党
以
来
、

行
動
す
る
改
革
派
と
し
て
、
一
貫

し
て
徹
底
し
た
行
政
改
革
、
経
済

対
策
、
そ
し
て
地
域
主
権
型
の
道

州
制
を
中
心
と
し
た
地
域
主
権
の

実
現
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
知
事
公
舎
や
職
員
住

宅
の
問
題
、
ま
た
、
建
設
現
場
や
、

障
害
者
の
人
た
ち
の
就
労
の
改
革

な
ど
に
力
を
入
れ
、
今
、
そ
の
成

果
が
表
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
、
政
策
に
基
づ
く
行

動
が
県
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
精
一
杯
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議 会 か ら の お 知 ら せ

通年議会が始まりました

●所属会派の異動
　次のとおり、所属会派に異動がありました。
　【自民党　颯新の会】
　　　赤堀　義次（４月28日付け）　　石田　祐介（５月 7 日付け）

●６月臨時会議および７月定例会議の開催について
　滋賀県議会は、６月臨時会議を６月２日から開催します。
　また、滋賀県知事選挙が終了した後、７月定例会議を開催します。
　詳しい日程等は、滋賀県議会ホームページ等で案内します。

滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/

　＜６月臨時会議の日程＞
　６月２日（月）　議案の上程、知事提案説明
　６月３日（火）　質疑、常任委員会
　６月４日（水）　委員長報告、採決

　議会改革検討委員会での検討結果を受け、滋賀県議会では、議会の機能を強化するた
め、本年４月から、会期を通年化しました。
　これにより、ほぼ年間を通じて開会している状態になり、突発的な事態が起きた時に知
事の招集手続きを経なくても議長の判断で随時本会議を開会することがで
き、知事の専決処分を極力避けることができるとともに、不測の事態に対
する危機管理体制が整えられ、県民サービスの向上につながります。

会 派 別 議 員 数
（平成26年5月7日現在）

自由民主党滋賀県議会議員団…… 19人
民主党・県民ネットワーク……… 12人
対話の会・しがねっと……………  5人
自民党　颯新の会…………………  5人
公明党………………………………  2人
みんなの党滋賀……………………  1人
無所属………………………………  1人
定数47人 …………………… 現員45人

議会運営委員会 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（委員数9名） 奥村　芳正 西川　勝彦

柴田智恵美、細江　正人、小寺　裕雄、
佐野　高典、吉田　清一、大井　　豊、
沢田　享子

特別委員会の構成 委員長 副委員長 委　　員

防災・エネルギー
対策特別委員会
（委員数10名）

井阪　尚司 髙木　健三
山本　進一、清水　鉄次、柴田智恵美、
江畑弥八郎、 野太佳司、宇賀　　武、
辻村　　克、山田　　実

広域行政対策
特別委員会

（委員数10名）
富田　博明 駒井　千代

有村　國俊、今江　政彦、木沢　成人、
小寺　裕雄、奥村　芳正、吉田　清一、
西川　勝彦、大井　　豊

行財政対策
特別委員会

（委員数11名）
九里　　学 岩佐　弘明

大野和三郎、目片　信悟、大橋　通伸、
野田　藤雄、石田　祐介、蔦田　恵子、
梅村　　正、谷　　康彦、沢田　享子

体育振興・健康づくり
対策特別委員会
（委員数11名）

佐藤　健司 山本　　正
青木　甚浩、冨波　義明、成田　政隆、
粉川　清美、細江　正人、川島　隆二、
佐野　高典、家森　茂樹、中沢　啓子

議会選出監査委員 西村　久子

関西広域連合議会議員 富田　博明、家森　茂樹、吉田　清一、中沢　啓子

傍聴の御案内

　本会議や委員会は傍聴することが
できます。ただし、傍聴席には限り
がありますので、団体で傍聴される
場合は、あらかじめ御連絡ください。
　また、身体障害者補助犬の同伴や
車椅子での傍聴につ
いては、お問い合わ
せください。

注　定例会、定例会議の開催期間以外にも、必要に応じて臨時の会議が開催されます。

…開会中

…集中審　議期間

各
会
派
の
取
組
等

各
会
派
の
取
組
等

各
会
派
の
取
組
等

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
これまで

　　　▲４月臨時会  ▲６月定例会　　　　　　 ▲９月定例会　　　　　▲12月(11月)定例会　　▲２月定例会

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
通年制
（平成26年度

の予定）
　　　▲４月　 　▲６月　　　　▲7月　　　　▲９月定例会議　　　　▲11月定例会議　　　  ▲２月定例会議
　　　　招集会議　臨時会議　　 定例会議


